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私たちの仕事はとても創造的なものです。無から有を作り出す仕事です。 
イメージが大切なことは間違いありません。 
 図面から必要な材料や工具をイメージします。 
 ２次元の図面から３次元の建物や配管・配線をイメージします。 
仕事の出来る人は、このイメージが沢山出てくる人ではないでしょうか。 
沢山のイメージの中から最善と思われるイメージに沿って仕事を進めてい
けるからです。 
皆さんは、どうでしょうか？ 
創造的（イメージが沢山出てくる）になるには、いろんなことを沢山『経験』
することです。 
周りの人をよく見て、いろんなことを吸収して、経験を積みましょう。 
 なぜ、このタイミングなのか？  なぜ、その方法なのか？  
 なぜ、その工具や材料を使うのか？ 
  
自分が「このやり方が絶対に良い」と思っていることも、 
案外そうではないのかもしれません。 
 
 もっと良いタイミングはないか？ もっと良い方法はないか？ 
 もっと良い工具や材料はないのか？ 
  

大切な「イメージ」「創造力」 Let’s Grow-up ! 

世の中に、「待っている時間」ほど、無駄な時間はありません。 
 
待っているということは、 
物事が先へ進んでいないということです。 
止まっているのです。 
それはタイミングを逃すことになるし、 
ライバルに先を越されることにもなります。 
タイミングを逃せばこれまでやってきたことが無駄になり、
ライバルに先を越されれば収入を失います。 
にもかかわらず、多くの人が「待つ」ことで時間を失ってい
ます。 しかも、「“いつまで待つか”は相手次第。 
とにかく待つしかない」と平気で答えます。 
さらにひどくなると、指示が出るのを待っている時間は、 
「待っている時間」だと思わなくなります。 
まだ指示が出ていないから、やるべきことが無い時間、暇な
時間だと。とんでもないことです。 

「受け身」だからスピードが上がらない  

仕事に〝暇な時間〟などあり得ない。 
仮にやるべきことが予定よりも早く終わり、時間に余裕が出来たとして
も、それは次のことに取り組むべき時間です。 
予定より早く片付いたからと、ボケッと過ごしていれば、せっかく稼いだ
時間をドブに捨てるようなものです。 
ましてや指示待ちとは、やるべきことがあるのにやらずにいる時間です。 
つまり、お金をどんどん捨てていることになります。 
 
時間を自分のものにし、仕事のスピードアップを図るなら、 
待ちの時間を作ってはなりません。 
常に自分から追いかけ、自分にとって最も合理的なスピードで進められる
ように、自分が主体となって行動しなければなりません。 
当然、仕事を一緒にする相手のスピードも上げる努力が必要になってくる
ということ。相手からの働きかけを待つ受け身の行動では、スピードアッ
プどころか、むしろ遅くなっていく一方です。 
 
受け身の姿勢を改め、自分が主体的に仕事を進める。少しでも仕事を先取
りし、生産性を高めることで、失われた時間を取り戻そう！ 
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社訓   「顧客のニーズ（要望）に応えよう」 
基本方針  我が社は、顧客のニーズ（要望）に応え、技術と誠意をもって施工することで、 

          顧客へ「安心」と「満足」を与え、地域に愛されながら、社会に貢献する。 

心得    我々は、建築設備の「専門医」です。技術を磨き、点検調査を行い、お客様の財産の為に悪いところを直します。 

        我々は、建築設備の「救急隊」です。お客様の要望に応え、緊急の場合は、夜討ち朝駆けで迅速に出動（対応）します。 

        我々は、建築設備の「コンサル」です。知識と誠意をもって「安全」「安心」「満足」をお客様に提案します 

 

皆さんは、高価な品物を購入しようとする時、どのよう
な判断基準で購入を決めていますか？ 
普通の人は、「その価格以上の価値があるかどうか」と
いう判断基準ではないかと思います。それは自分にと
っての価値であり、他人の価値ではないでしょう。 
私は、高価な腕時計や自動車を持っている方を 
「羨ましい」と思ったことがありません。 
私にとって腕時計は時間を確認するもの、自動車は移
動手段の道具でしかないのです。しかし、高級な腕時計
や自動車を持っている方は、その品物が自分の価値を
高めてくれる「ステータスシンボル」としての価値があ
ると認めているので購入したのだと思います。 
 
さて、会社の備品や機械・工具を購入する時の判断基準
はどのようなものでしょう。 
ズバリ！「その品物が利益を生むかどうか」「その品物
の値段以上の利益を生むかどうか」ということが、 
判断基準なのです。 

高価な工具を購入する時に検討すべき事項 

『安全』をもう一度考えてみよう 

安全運転管理者協議会の標語があります。『安全なくして繁栄なし』 
事故や怪我で不利益を被るのは、「自分自身」「家族」「会社」「同僚」です。 
 
各現場の作業前の「ＫＹ活動」を徹底しましょう。何が危険か？どうすれば良いか？ 
一人の現場でも多数の現場でも必ず行いましょう。あなたの為に、家族の為に・・ 
 
「安全」はお金で買うことは出来ず、「安全」は当たり前のことでもない 
会社が貴方の「安全」を確保することは出来ません。 
現場でのヘルメット着用はいうに及ばず、現場の整理整頓、現場でのコミュニケー
ションをとって、自分の身を守ってください。 
車の整理整頓を面倒くさがらずしてください。 
昔、私の友人がジュースの缶がブレーキ操作を邪魔して大きな事故を起こしました。 
太田電機５Ｓを徹底して、安全に快適に仕事をしてください 

たとえば、３０万円の工具が発売されました。 
その工具を使うと仕事も楽になり、１日かかる仕事が
２時間短縮出来るようです。しかしその工具を使用す
る仕事は１年に１０日程度発生するとします。 
２時間短縮で生まれる利益は労務費５千円ほどです。
一年間に５万円利益を出せます。 
工具の元をが取れるのは何年後からですか？６年後な
のです。この６年間に整備や修理が発生すると更に期
間は伸びていきます。 
とても良さそうに見える工具や機械が続々と発売され
ます。作業が楽になるだけでは高価な物は買えません。
いくら時間が短縮できるのか。いくらミスの発生を抑
えられるのか。使用頻度はどれくらいか。遅くとも２年
ほどで利益を出せるものしか買えないのではと思いま
す。 
ほしいものではなく、稼いでくれるものは、どんどん 
提案してください。 

宜しくお願いします。 


